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1.神様の備え 2.主の心 3.伝道者の心
▲神様は救いのために全てを備えている。大きな歴

史、小さな歴史も神様が全ての事を備えている。人

間を救い出すために、全てのものを備えて下さった。
1)ヨナ 1:4(主は大風を海に吹きつけられた。それで海
に激しい暴風が起こり,船は難破しそうになった）
(1)主はヨナにニネべで宣教をするように命じた。
(2)ヨナは反逆してニネべの町に行かなかった。
(3)暴風が起こり船が沈みそうになった。
(4)ヨナの為にこのような問題が起こった。
－ヨナを海の中に投げ入れるようになった。

＊一番の罪は神様が願っている事をしないこと。

＊神様の願いは伝道と宣教をすることである。

2)ヨナ 1:17(主は大きな魚を備えて、ヨナをのみこま
せた。ヨナは三日三晩、魚の腹の中にいた）

(1)ヨナに大きな魚を用意されて守られた。
(2)ヨナは魚の腹の中で悔い改めをした。
－大きな魚の腹から出されてニネべに着いた。

(3)神様の目的はニネべの町を救う為であった。
(4)ヨナはニネべの町で適当に 1日だけ伝道した。
(本来は 3日くらい伝道するためにはかかる)
-町の人は身分の高い人から低い人まで悔い改めた

3)ヨナ 4:6（神である主は一本のとうごまを備え、そ
れをヨナの上をおおうように生えさせ、彼の頭の

上の陰として、ヨナの不きげんを直そうとされた）

(1)町の東からニネべが滅びる事を願い町を眺めた。
(2)神様はとうごまを用意されて日陰を用意した。
＊神様は全てのことを備えていて下さる。

4)ヨナ 4:7（虫がそのとうごまをかんだので、とうご
まは枯れた）

(1)神様は一匹の虫を用意してとうごまは枯れた。
5)ヨナ 4:8（太陽がヨナの頭に照りつけたので、彼は
衰え果て、自分の死を願って言った）

＊ヨナはニネべの人への救いに関心がなくて、

憎しみから滅んでほしい気持ちが強かった。

＊イスラエルの民の心と神様の心は違っていた

＊キリストを信じる人は伝道者になるべき。

▲偶像崇拝をしている人が主に立ち返り、主に戻ることが神

様の計画である。御言葉に従うことを願っている。

1)ヨナ 2:10（主は、魚に命じ、ヨナを陸地に吐き出させた）
(1)ヨナは主の前で悔い改めるようになった(ヨナ 2:9)。
(2)神様の子供は御言葉に従うようにすることが神の願い。

2)ヨナ 3:10（神は、彼らが悪の道から立ち返るために努力し
ていることをご覧になった。それで、神は彼らに下すと言

っておられたわざわいを思い直し、そうされなかった）

(1)ニネべの人々が主に主の前で悔い改めると赦された。
(2)神様の心は人々が悔い改め主に立ち返ることである。

3)ヨナ 4:2（私は、あなたが情け深くあわれみ深い神であり、
怒るのにおそく、恵み豊かであり、わざわいを思い直され

ることを知っていたからです）

(1)ヨナは神に立ち返れば災いを与えない事を知っていた。
(2)主の心は情け深く,憐み深く,怒るのに遅く,災いを思い直す
－神様の性質は、愛の神様、恵みの神様である。

(3)神様の子供であるから、守られるようになる。
(4)ヨエル 2:13（あなたがたの神、主に立ち返れ。主は情け
深く、あわれみ深く、怒るのにおそく、恵み豊かで、わざ

わいを思い直してくださるからだ）

・心から悔い改める時に、憐みをかけてくださる神様。

・伝染病の時にこそ、滅ぼすことが目的ではなくて、

福音を伝達をすることが神様の目的である。

・神様は未信者が滅びることを願ってはいない。

(5)ヨナ 4:10-11（まして、わたしは、この大きな町ニネベ
を惜しまないでいられようか。そこには、右も左もわきま

えない十二万以上の人間と、数多くの家畜とがいるではな

いか）

・アッシリヤの国の首都がニネべであるが大きな都市。

・神様はヨナのように苦難を起こさせてでも伝道をさせる。

・私達は祝福を味わいながら伝道をする者となるように。

(6)ヨハ 3:16(神は、実に、そのひとり子をお与えになった
ほどに、世を愛された。それは御子を信じる者が、ひとり

として滅びることなく、永遠のいのちを持つためである)
・神様は一人として滅びることを願っていない。

・救い出すことが神様の願いである－神様の愛である。

▲災いを止める伝道者の心を持つように。

1)ガラ 2:20（私はキリストとともに十字架につけ
られました。もはや私が生きているのではなく、

キリストが私のうちに生きておられるのです）

(1)どのようにしたら伝道者の心になるのか？
・キリストが十字架にかかり、サタンから解放

をしてくださり、罪を赦し、地獄から解放を

されたことによる感謝に満たされるように。

・キリストを信じた時に昔の古い自分は死んだ。

・聖霊として私達の内に宿られている。

・聖霊が共におられ伝道者の心に変えて下さる。

2)聖霊－1コリ 2:10-12（御霊はすべてのことを探
り、神の深みにまで及ばれるからです。いった

い、人の心のことは、その人のうちにある霊の

ほかに、だれが知っているでしょう。同じよう

に、神のみこころのことは、神の御霊のほかに

はだれも知りません）

(1)聖霊が宿ると神の心が分かるようになる。
(2)聖霊が共におられることを認め、聖霊様が
働かれることを求める。

(3)神様の御心、御言葉に従うようになる。
(4)私達が、昔の古い体質に従って行きサタンに
騙されたら、聖霊様は悲しむ。

(5)ガラ 5:22-23（御霊の実は、愛、喜び、平安、
寛容、親切、善意、誠実、柔和、自制です)
・御霊に満たされる事をしたい求める。

－御霊の実が結ばれるようになる(愛－ヨ 3:16)
3)伝道、宣教－内部的な力に満たされると誰でも
伝道をしたくなる→癒される。

(1)使徒 1:8(しかし、聖霊があなたがたの上に臨
まれるとき／わたしの証人となります)

4)弟子・レムナント
・聖霊の力によって弟子とレムナントをたてる

▲結論：キリストを信じる者に聖霊が宿る。

聖霊により間違った心も変えられ,伝道者の心
と変えられるようになる。



現場地教会（2019 年 3 月 8 日～2020 年 3 月 15 日）

【賛美】 「イエスわが王よ」

１）イエスわが王を賛美で迎えん 栄光の主の御座を もうけたまえ主よ

私は神のもの ゆえに神にささげん 御心のままにおさめよ 主イエスよ

２）イエスわが王よ ここに来られ われが主にささぐ 賛美受けたまえ

われは主のしもべ 主はわれらのきみ 主なるイエス来られ 賛美を受けたまえ

【使徒信条】

我は天地の造り主、全能の父なる神を信ず。我はその独り子、我らの主、イエス・キリストを信ず。

主は聖霊によりてやどり、おとめマリアより生まれ、ポンテオ・ピラトのもとに苦しみを受け、十字架に

つけられ、死にて葬られ、よみにくだり、三日目に死人のうちよりよみがえり、天にのぼり、全能の父

なる神の右に座したまえり、かしこより来たりて、生ける者と死にたる者とを審きたまわん。我は聖

霊を信ず、聖なる公同の教会、聖徒の交わり、罪のゆるし、からだのよみがえり、とこしえの命を信

ず。アーメン

【メッセージ】 「主の心」ヨナ 4:5-11

【讃美】 268 世界中にのべつたえよう

【祈り】

①教会の祈りの課題

・元旦メッセージ：「サタンを踏み砕く」ローマ 16:20、

「次世代を生かす歩みとなる 30 年」ローマ 16:25-27

・御国イザヤ牧師に聖霊充満と 5 つの力が与えられるように。

②区域地教会の聖徒の中で欠席された方、問題、病にある方、新しい家族のために。

③区域地教会参加者の祈りの課題（集まった聖徒の祈り課題を付箋に記入）のため。

【フォーラム】

【祈り】

【主の祈り】

天にましますわれらの父よ。ねがわくは、御名をあがめさせたまえ。御国をきた

らせたまえ。みこころの天になるごとく、地にもなさせたまえ。我らの日用の糧を、

今日も与えたまえ。我らに罪をおかす者を、我らがゆるすごとく、我らの罪をもゆ

るしたまえ。我らをこころみにあわせず、悪より救いだしたまえ。国とちからと栄

えとは限りなくなんじのものなればなり。 アーメン

福音宣教教会

祈り題

1. 福音宣教教会(ローマ 16:20、25－27)
2. 主任牧師(使徒 6:4、アモ 3:7、創世記 18:17)
3. レムナント(イザヤ 6:13)
4. 癒し(使徒 19:8－20)
5. 日本神学校、東日本神学校(Ⅱ列 6:8－23)
6. 200都市(創世記 41:36－38)
7. 1000大学(使徒 19:9－10)
8. 日本総会教会(使徒 6:4、コロ 4:2－3)
9. 日本 8000教会(使徒 17:1－3)
10. 本部、柳牧師(138、14、24、、25、00、237)
11. 日本 1%福音化(使徒 18:9－10)
12. 世界 237宣教、宣教師(マタ 24:14、使徒 1:8)

契約の祈り
(主日礼拝)

1. 私たちが伝道者になり、伝道宣教によって人々が救われるために、
すべてを用意しておられる主の備えに感謝いたします。

2. 主の心は人々が滅びることを望まず、魂を惜しむ情け深くあわれみ
深い方であることを信じます。

3. 私にあるサタンの心を十字架につけられ、主の心がわかるように聖
霊をくださり、御霊の実を結ばせてくださることを感謝します。御言

葉に集中する礼拝とサミットタイムによって聖霊充満を受け、主の心

を持ち、地の果てまで伝道宣教する伝道者になりますように。

お知らせ

1. 4/3(金) 福音宣教教会レムナント大会

2. キリスト保育園の工事、子どもたちの募集のために

お祈りお願いします。

3. 大阪教会堂購入のために献金とお祈りお願いします。

福音宣教教会
主管牧師：御国イザヤ

名古屋市中区栄 5丁目 23－8／tel:052-238-6003

主日(日曜)1 部礼拝 7:00 ／ 2 部礼拝 10:00 ／ 3 部礼拝 12:00


